
 リアルタイムフィードバックは重要？ 

蘇生率は 

約 5%です 

日本では年間 

120,000
を超える院外の心停止が 

発生しています 1 毎年米国の院内で

200,000人の成人患者の

心停止が発生しています 

生存して退院を迎える

のは 20%未満です 

心停止からの蘇生に寄与する要因は数多くありますが、 

質の高い CPRほど強力なものはありません 3 

質の高い圧迫が除細動の成功に 

向けた鍵となります  

エビデンスから、質の高い圧迫が除細動の成功

を高めること 10、そして質の高い圧迫はリアル

タイムのパフォーマンスフィードバックを通じ

て最も良く達成できることが示されています 6,7 

圧迫 

深さ 4 回／分 4 解除 4 圧迫実施率 4 

AHAガイドライン 2015の

推奨事項 
「心停止患者において、胸骨圧
迫での機械的ピストン器具の使
用が用手的胸骨圧迫に比べて有
益であるというエビデンスはな
い。用手的胸骨圧迫は、依然と
して心停止に対する標準的治療
法である。」4 

力の要因 - 患者の胸部の硬さ

のばらつき  
ガイドラインに準拠した圧迫に
必要となる力は、患者ごとに大
きく異なります。リアルタイム
フィードバックは、圧迫のたび
に正しい深さに確実に到達でき
る助けとなります。 

良好な圧迫 

圧迫の力（kg） 

当該試験では、患者の 2インチに到達するために必要と
なる力は約 30kg～60kg強の範囲に及ぶことが示されて
います 

視覚的フィードバックの影響 

音声 

フィードバック 

視覚的 

フィードバック フィードバック

なし 

正しい圧迫（深さ、頻度、解除） 

2011年の試験では、音声フィードバックやフィードバックなしの場合に対し、 

視覚的フィードバックの方が正しい圧迫の割合が高くなることが示されました。9 

リアルタイムフィードバックの試験結果：CPRメータとフィードバックなしの比較 

フィードバックあり 

フィードバックなし 

2010年の試験 6 

正しい頻度 不適切な解除 

2013年の試験 7 

正しい深さ 正しい圧迫 

CPRでは、質が重要となります。 
リアルタイムフィードバックを用いた質の高い CPRを確実にするための詳細は、Laerdal.com/CPRmeter2をご覧ください。 

CPR中のリアルタイムフィードバックが 

重要とされる 5つの事実をご紹介します 
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